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放課後
子供教室 ●

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
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子供の平均
参加人数

年間開
催日数 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携
0 人 1 人 50 人 77 日 27 年度 有 無 有

実施場所 学習支援 放課後児童クラブとの連携
児童会室 他 有 一体型

土曜日の
教育活動
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コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数

山形県東根市
●●● ●●●●●●●

高崎地区アフタースクール 高崎小学校

　高崎地区アフタースクールは、小規模特認校制度を導入した高崎小学校の魅力ある学校づくりの一つとして立ちあげ
られ、平成26年10月から半年の試行を経て、平成27年度より本格的に稼働している。地域の自治会代表者、学校関係者、
教育委員会、地域公民館、児童クラブ関係者など幅広い関係者で組織されている「高崎地区アフタースクール運営委員会」
が企画・運営に当たっており、一体型として実施している。活動は、コーディネーターが中心となってALTや大学生、
地区内の各種団体と調整をしながら、様々なプログラムを提供している。

● 活動の特徴・工夫 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

【特徴的な活動内容】
・	プログラムは体験系と学習系がある。
・	体験系では、主に地域の人たちによる昔遊びや書道教室が行われている。また、大学生や市体育協会等から外部講師を招き、ダンス・
カローリング・タグラグビーなど、多様な活動を実施している。
・	学習系では、教員OBや大学生などによる宿題のアドバイスや数字ゲーム、スライム作り教室が開催されている。また、平成 27年
度より高崎小学校に重点的に配置しているALT による英会話教室が
実施され、高崎地区アフタースクールの特徴的な活動となっている。

【実施に当たっての工夫】
・	小規模校の特性を生かし、大規模校では難しい全児童を対象にした活
動ができるように工夫しており、参加には申込制をとっているが、実
際には全児童が参加している。
・	活動の円滑な運営を目的として、学校及び放課後児童クラブ関係者と
情報交換を行っており、プログラム作りに反映させている。また、講
師補助兼子供たちの見守りを担う「安全管理指導員」を配置し、安全
面に配慮している。
・	一体型として、放課後児童クラブ（高崎学童クラブ）の子供たちと指
導員が一緒に活動している。

● 事業を実施しての効果・成果 ●●●●●●●●●●●●●●●

・	地域住民等の協力を得て、週 2回の実施で様々な体験や学習の活動を
提供している。
・	この高崎地区アフタースクールの取組は、地域住民、児童、保護者に
定着し、現在では高崎小学校の大きな魅力の一つとなっている。小規
模特認校制度により学区外から通学している児童は 13人に上り、全
員が楽しく活動に参加している。
・	地域で運営することで、地域の人たちが地域の子供たちの教育に関わ
る機会の創出となっており、「高崎の子供たちのためになることを！」
の意識が高まっている。

● その他 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

・東根市体育協会との連携により、ニュースポーツや体操教室等の活動
を実施している。
・地元企業と連携した活動を実施している。平成 27 年度については、
光輪精工の工場見学を行った。

こんな
活動です

放課後の子供たちの学習と体験をサポートする、地域
主体の放課後子供教室
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ALTによる英会話教室
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ニュースポーツ（カローリング）




